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Summary

　This　study　investigated　mesio－distal　crown　diameters　of　primary　teeth，　primary　dental

arches，　standard　values　and　frequency　distributions　of　primary　occlusion　in　Chinese　children

（residents　of　Shijiazhuang　and　Shanghai）．　With　the　cooperation　of　kindergartens　in　Shiji－

azhuang　and　Shanghai，　China，　dental　plasters　were　collected　from　98　children（age　range，3－

6years　old）with　normal　primary　occlusion．　The　data　were　statistically　analyzed　and　com－

pared．　The　summarized　results　are　as　follows：

1．Mesio－distal　crown　diameters　of　primary　teeth　did　not　differ　between　Shijiazhuang　chil－

　　　dren　and　those　from　Shanghai．

2．Sizes　of　the　primary　dental　arch　in　the　younger　male　group　and　the　older　female　group　did

　　　not　differ　between　the　children　from　Shijiazhuang　and　those　from　Shanghai．

3．In　all　children，　the　incidence　of　coexistence　of　the　primate　space　and　the　developmental
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　space　was　the　highest　in　both　the　maxilla　and　mandible．

4．As　the　terminal　plane，　the　vertical　type　was　most　frequently　observed　in　the　children

　from　Shanghai，　and　the　mesial－step　type　was　most　frequently　observed　in　the　children

　from　Shijiazhuang．　Concerning　primary　canine　occlusion　type　I　was　most　frequently　ob－

　served　in　all　children．

要 旨

　中国人小児の乳歯歯冠幅径，歯列弓幅径および

咬合状態を把握することを目的に石家荘市と上海

市の小児の3・4歳児（低年齢児群）と5・6歳

児（高年齢児群）の正常乳歯列模型98例を資料と

し，歯列形態について計測観察を行い，両市を検

討した結果，以下の結論を得た．

1．歯冠近遠心幅径は石家荘市小児と上海市小児

　との間に差は認められなかった．

2．歯列弓の大きさは，低年齢児群・男児と高年

　齢児群・女児では両市の小児間に差は認められ

　なかった．

3．歯間空隙の状態は石家荘市および上海市小児

　ともに霊長空隙と発育空隙が共存するものが最

　も高い頻度で認められた．

4．ターミナルプレーンは上海市小児では垂直型

　の発現が最も高い頻度を示したものの，石家荘

　市小児では近心型が最も高く，次いで垂直型で

　あった．また，乳犬歯咬合状態は石家荘市およ

　び上海市小児ともに1型が最も高い頻度で認め

　られた．

緒 言

　中華人民共和国（以下中国と略称）では成長，

発達期の小児の生活構造，食習慣の多様化による

口腔環境の変化がもたらす口腔疾患の増加が懸念

されており1），小児の口腔疾患に関する調査は重

要課題として取り組まれている2）．しかし人口に

対して歯科医師数は少なく，乳歯踊蝕を中心とす

る口腔疾患に関する調査の大半も主要都市部での

報告がみられるのみで，将来的な永久歯列を予測

するための乳歯列形態に関しての報告は極めて少
ない2～5）．

　著者らは従来より，生活環境の異なる地域や人

種間における乳歯歯冠幅径，歯列弓幅径・長径お

よび咬合状態を把握することは，咬合育成の重要

な課題とし，日本人小児と上海市小児について一

連の報告を行った2）．

　今回，主要都市部である上海市と主要都市部以

外である石家荘市の歯列形態について計測観察を

行い，両市小児を比較し，日本人小児との文献的

考察を行ったので報告する．

資料および方法

　日本小児歯科学会6）の乳歯列正常咬合の選択基

準に基づく3歳から6歳の歯列模型98例（1993年

河北省石家荘市鉄道幼稚園の園児より得られた歯

列模型55例および1996年上海師範大学付属幼稚園

の園児より得られた歯列模型43例）を資料とし
た．

　計測方法は日本小児歯科学会6）（図1）の計測

基準に準じ，乳歯歯冠幅径，歯列弓幅径・長径お

よび歯間空隙について計測し，日本人正常咬合児

の平均値を示す表にあてはめ検討を行った．

　なお計測に際し，歯列弓の大きさについては成

長による変化を考慮し，3・4歳の低年齢児群

（石家荘市の男児26例・女児11例，上海市の男児

14例・女児15例）と5・6歳の高年齢児群（石家

荘市の男児10例・女児8例，上海市の男児7例・

女児7例）の2群に分類した（表1）．

　統計学的分析は歯列弓の大きさに関してはt検

定，発現頻度に関してはピ検定にて分析を行っ
た．

結 果

（1）歯冠近遠心幅径

　表2－1は石家荘市3）および上海市小児2）の性差

を示したものである，この表から石家荘市小児と

上海市小児を男女に分けて検討すると，男児での

差は認められず，女児では上下顎第一乳臼歯で上

海市の方が大きく，有意差が認められた（図2，

表2－2）．

②　歯列弓の大きさ

　表3－1，3－2は石家荘市および上海市小児

の乳歯列弓の大きさの性差を示したものである．
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歯列弓幅径

　a：上下顎両側乳犬歯咬頭頂問距離（Cc－Cc）

　b：上下顎両側乳犬歯口蓋（舌）側歯頚部最下点間距離（CL－C、）

　c：上顎両側第一乳臼歯頬側咬頭頂間距離（D－D）

　　　下顎両側第一乳臼歯頬側分界溝問距離

　d：上顎両側第一乳臼歯口蓋側歯頚部最下点間距離（D、－DL）

　　　下顎両側第一乳臼歯舌側近遠心咬頭頂間の舌側溝直下点間距離

　e：上顎両側第二乳臼歯頬側分界溝間距離（E－E）

　　　下顎両側第二乳臼歯近心頬側分界溝間距離

　f：上下顎両側第二乳臼歯口蓋（舌）側歯頚部最下点問距離（EL－EL）

歯列弓長径

　g：両側乳中切歯の唇面を連ねた線の中央から垂線を降ろした、両側乳犬歯咬頭頂を結んだ線までの

　　　距離（A－Cc）

　h：両側乳中切歯の唇面を連ねた線の中央から垂線を降ろした、両側第二乳臼歯近心頬側分界溝間を

　　　結んだ線までの距離（A－E）

　i二両側乳中切歯の唇面を連ねた線の中央から垂線を降ろした、両側第二乳臼歯遠心端間を結んだ線

　　　までの距離（A－E。）

歯列弓高径（咬合平面を基準として）

　j：上下顎両側乳中切歯間の歯問乳頭間距離（Dental　Height）

　k：上下顎左側乳中切歯唇面歯頚部中央間距離（ULA－LLA）

図1：乳歯列弓の計測項目（日本小児歯科学会による）

表1　調査対象 単位：人

男児　　　　女児 計

石家荘市幼稚園児 186　　　　　96 282

正常咬合者 36　　　　　19 55

低年齢児群（3・4歳）

tN齢児群（5・6歳）
26　　　　　11

P0　　　　　　8

37

P8

上海市幼稚園児 109　　　　　97 206

正常咬合者 21　　　　　22 43

低年齢児群（3・4歳）

tN齢児群（5・6歳）

14　　　　　　15

V　　　　　　7

29

P4
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　表2－1　中国人小児の乳歯歯冠近遠心幅径

石家荘市

顎 歯種

男児（n＝36）

ｽ均値±標準偏差

@　（㎜）

変動係数

女児↓n＝19）

ｽ均値±標準偏差

@　　（m）

変動係数 性差

A乳中切歯 6．60±0．37 5．7 6．51±0．36 5．6

r B乳側切歯 5．45±0．49 9．0 5．35±0．26 4．8

C乳犬歯 6．59±0．44 6．7 6．42±0．25 3．9

顎
D第一乳臼歯 7．40±0．41 5．6 7．12±0．37 5．3 ＊

E第二乳臼歯 9．OI±0．46 5．1 8．83±0．44 5．0

A乳中切歯 4．16±0．30 7．3 4．02±0．24 5．9

下
B乳側切歯 4．62±0．31 6．6 4．63±0．26 5．6

C乳犬歯 5．78±0．36 6．3 5．62±0．23 4．2

D第一乳臼歯 8．］4±0．47 5．8 7．86±0．33 4．2 ＊

E第二乳臼歯 9．97±0．46 4．6 9．69±0．42 4．3 ＊

　表2－2　中国人小児の乳歯歯冠近遠心幅径

男児

7 歯陸

石家荘市〔n＝36）

ｽ均債±標準偏差

@　　（㎜）

変動係数

上海市↓n＝21）

ｽ均1直±標準偏差

@　　（m皿）

変動係数 有意差

A乳中切歯 6．60±037 5．7 6．67±0．37 5．6

B乳側切歯 5．45±0．49 9．0 5．42±0．24 4．4

C乳犬歯 6．59±⑪．44 6．7 6．63±0．30 4．5

顎
D第一乳臼歯 7．40±0．41 5．6 7．47±0．38 5．1

E第二乳臼歯 9．01±0．46 5．1 9．17±0．41 4．5

A乳中切歯 4．16±0．30 7．3 4．12±0．34 8．3

B乳側切歯 4．62±0．31 6．6 4．71±0．30 6．4

C乳犬歯 5．78±0．36 6．3 5．87±0．27 4．6

D第一乳臼歯 8．14±0．47 5．8 8．08±0．42 5．2

E第二乳臼歯 9．97±0．46 4．6 10．05±0．42 4．2

＊P〈0．05

上海市

顎 歯種

男児（n＝2D

ｽ均値±標準偏差

@　　（㎜）

変動係数

女児（n＝22）

ｽ均値±標準偏差

@　　（㎜）

変動係数 性差

A乳中切歯 6．67±0．37 5．6 6．62±0．37 5．6

止 B乳側切歯 5．42±0．24 4．4 5．42±0．34 6．3

C乳犬歯 6．63±0．30 4．5 6．50±0．33 5．1

D第一乳臼歯 7．47±⑪．38 5」 7．30±0．42 5．8

E第二乳臼歯 9．17±0．41 4．5 9．19±0．54 5．9

A乳中切歯 4．12±0．34 8．3 4．04±0．21 5．2

ト B乳側切歯 4．71±⑪．30 6．4 4．65±0．29 6．2

C乳犬歯 5．87±0．27 4．6 5．78±0．28 4．8

D第一乳臼歯 8．08±0．42 5．2 8．07±0．46 5．7

E第二乳臼歯 10．05±0．42 4．2 10．04±0．54 5．4

（岩崎ら2・S’）

女児

ち 歯種

石家荘市（n＝19）

ｽ均値±標準偏差

@　　（㎜）

変動係数

上海市（n＝22）

fF均値土標準偏差

@　　（㎜）

変動係数 有意差

A乳中切歯 6．51±0．36 5．6 6．62±0．37 5．6

B乳側切歯 5．35±0．26 4．8 5．42±0．34 6．3

C乳犬歯 6．42±0．25 3．9 6．50±0．33 5．1

D第一乳臼歯 7．12±0．37 5．3 7．30±0．42 5．8 ＊

E第二乳臼歯 8．83±0．44 5．0 9．19±0．54 5．9

A乳中切歯 4．02±0．24 5．9 ↓04±0．21 5．2

B乳個切歯 4．63±0．26 5．6 ▲65±0．29 6．2

C乳犬歯 5．62±0．23 4．2 5．78±0．28 4．8

D第一乳臼歯 7．86±0．33 4．2 8．07±0．46 5．7 ＊

E第二乳臼歯 9．69±0．42 4．3 10．04±0．54 5．4

＊P＜0．05

　この表から石家荘市小児と上海市小児を分けて

検討すると，低年齢児群・男児の歯列弓の大きさ

は石家荘市と上海市での差は認められなかった

（図3－1，表4－1）．

　低年齢児群・女児の歯列弓の大きさは，下顎D

－Dで上海市が短く，上下顎A－Eで石家荘市が短

く，それぞれ有意差が認められた（図3－2，表

4－1）．

　次に，高年齢児群・男児の歯列弓の大きさは，

上顎A－Eで石家荘市小児が短く，有意差が認め

られた（図4－1，表4－2）．

　高年齢児群・女児の歯列弓の大きさは石家荘市

と上海市での差は認められなかった（図4－2，

表4－2）．

（3）歯間空隙状態

　空隙型は，石家荘市小児，上海市小児ともに霊

長空隙と発育空隙が共存しているものが上下顎と

もに最も高い頻度で認められた．しかし，石家荘

市と上海市小児との発現頻度の差は，上顎で認め

られ，霊長空隙のみ認められるもので石家荘市は

上海市よりも高く，霊長空隙と発育空隙が共存し

ているものでは，上海市小児が高く，それぞれ有

意差が認められた（図5－1，5－2，表5）．

（4）ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係

　ターミナルプレーンの発現頻度で最も高い発現

頻度を示すものは，石家荘市では近心型，上海市

では垂直型であった．　また，乳犬歯咬合状態の

発現頻度で最も高い発現頻度を示すものは，石家

荘市，上海市ともに1型であった（表6－1）．

　この表からターミナルプレーンの両側発現頻度

を求めると最も高い発現頻度を示すものは，石家

荘市では近心一近心型，上海市では垂直一垂直型

であった．

　石家荘市と上海市の発現頻度を比較すると垂

直一垂直型の発現頻度では上海市の方が高く，近

心一近心型では石家荘市の方が高く，それぞれ有

意差が認められた（図6，表6－2）．

　また，ターミナルプレーンと乳犬歯咬合状態の

組み合せ発現頻度で最も高い発現頻度を示すもの

は，石家荘市では近心一1型，上海市では垂直一
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図21中国人小児の乳歯歯冠近遠心幅径
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石家荘市

表3－1

岩崎他：中国人小児の乳歯列形態の検討

：中国人小児の乳歯列弓の大きさ（低年齢児群）

　　　　　　（単位：皿）　　　上海市

男児（n＝26） 女児（n＝11）

計測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 30．57±1．62 29．74±1．88

b 25、06±1．58 24．55±1．62

C 39。88±1．88 38．46±2．05 ＊

上顎

d 28．54±1．83 27．33±1．94

e 47．16圭2．14 45．57圭1．30 ＊

f 32．32圭2．25 30．22±1．81 ＊＊

1’肴

�|幅径

a 23．15±1．69 22．84±1．40

b 19．09±1．42 19．23±1．50

C 32。42±2．38 32．26±2．18
下顎

d 25．42±1．74 23．86±2．72 ＊

e 39．66±1．53 38．54±1．63

f 29．43±1．35 28．75±1．32

9 7．68±1．ll 7．00±0．80
上顎

h 21．35±1．95 20．61±1．19

三

27．67±1．86 26．79±1．06

歯列弓長径

下
9 4．77±0．91 4．13±0．68 ＊

h 18．06±1．78 17．15±0．96

顎 i 24．90±1．81 23．79±1．35

j 4．00±1．00 3．55±0．85高径

k 7．80±1．03 7．54±0．81

＊P＜0．05 ＊＊P〈0．01

（単位：㎜）

男児（n＝14） 女児（n＝15）

計測部位 平均f直±

W準偏差

・平均値±

W準偏差

性差

a 30．97±1．82 30．50±1．53

b 25．81±1．95 25．09±1．58

C 40．09±2．22 39．10±1．86
歯列

上顎

d 28．48±1．94 27．52±1．61

e 47．00±2．62 46．11±1．68

f 31．05±2．15 30．23±1．60
弓

a 23．00±1．72 22．99±0．87

b 19．42±1．61 18．96±1．16 ＊
幅径

C 30．88±1．91 30．48±0．99
下顎

d 24．66±1．60 24．16±1．21

e 39．55±2．10 38．78±1．22

f 28．25±2．17 28．23±1．20

9 7．54±0．73 7．50±0．94
上顎

h 22．12±1．26 21．62±1．21

i 27．94±1．26 27．67±1．15

歯列弓長径

9 4．73±0．60 4．30±0．48
下顎

h 18．18±1．01 17．92±0．77

i 24．45±1．00 24．24±0．85

」

3．45±0．68 3．55±0．87高径

k 7．27±0．95 7．31±1．01

＊P＜0．05

（岩崎ら2・3り

石家荘市

表3－2 ：中国人小児の乳歯列弓の大きさ

　　　　　　（単位：mm）　　　上海市

男児（n＝10） 女児（n＝8）

計測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 30．71±0．81 29．20±1．57 ＊

b 25．35±1．18 23．56±1．44 ＊

上
C 39．36±1．61 37．38±2．66

顎
d 28．48±1．40 26．80±1．62 ＊

e 47．66±1．65 44．11±3．09 ＊＊

f 33．22±2．10 30．39±2．35 ＊

歯列弓幅径

a 23．90±1．42 22．49±1．15

b 19．62±1．64 18．31±0．71

C 31．58±2．16 29．90±2．19

下顎

d 25．48±2．05 24．30±1．74 ＊

e 40．14±2．16 37．24±2．23

f 29．67±1．77 28．49±2．60

上
9 7．14±0．95 7．20±1．30

h 20．23±1．84 21．25±3．24
顎 i 27．21±1．75 26．89±2．00 ＊

歯列弓長径

9 4．81±1．01 4．72±1．07
下顎

h 17．44±1．17 17．88±2．Ol

i 25．19±2．04 25．17±2．19

」

4．53圭1．29 4．09±0．97高径

k 8．13±1．31 8．09±1．25

＊P〈0．05 ＊＊P＜0．01

（高年齢児群）

（単位：㎜）

男児（n＝7） 女児（n＝7）

言h則部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 32．28±2．21 29．80±1．52 ＊

b 26．40±2．22 24．28±1．84 ＊

上
C 41．16±2．62 38．33±1．86 ＊

顎
d 29．78±2．44 27．09±1．99 ＊

e 48．74±3．34 45．88±2．30 ＊

f 32．47±2．68 29．96±1．65

歯列弓幅径

a 24．31±1．64 23．09±2．45 ＊

b 20．14±1．44 19．15±2．16
下

C 32．25±2．12 30．23±2．61

顎
d 26．01±2．11 23．91±2．04

e 41．26±2．79 38．37±2．46 ＊

f 30．11±1．84 28．00±1．91 ＊

上
9 7．70±1．17 6．92±0．73 ＊

h 22．58±2．41 21．23±0．82
顎 i 28．58±2．00 27．30±0．92

歯列弓長径

下
9 4．86±1．12 4．36圭0．87

h 18．91±2．30 18．17±1．27

顎 i 25．47±2．40 24．63±1．48

」

3．70±1．19 4．13±0．87高径

k 7．50±1．40 8．38±0．90

＊P＜0．05

（岩崎ら2・e））
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図3－1 中国人小児の乳歯列．弓の大きさ（低年齢児・男児）



84 岩崎他1中国人小児の乳歯列形態の検討

LOCATE MEAN S．D． 一S．D．　　　　　＋S．D．

Cc－Cc　29311．30

・・
ｱくこ、、⑳◆　　　∨、＼、

ﾔ×⑨＼＼：＼、

CL－CL　　23．83　1．21
）　26　　　　　6　　　　1
@　　　　　　　　　　＼　　l
堰Gi　　　　　　　　　’　　1

．3：　＼32℃　・　　　・　’、．　　　　　い　・

ARCH　　　D．D　　　37．642．35 ；ll
　　　　　　　　　　　　’

Q鶯済／
WIDTH
laxilla DL－DL　26．72　t99

32　34　36い
@　　　　　　　　　　川

81ξ40V　42、44
堰轣@　へ

E－E　　　44．92　1．63

　　　2　　　24　　1、2β　　　i2　　　　　　　　、1肖　　　　　　　　　　　　　　、　　‘

鷲ぷ　32
EL－EL　　28．71　1．42

42　　　　44－
@　　　　　　　　＼

気＼＼ざ

Cc－Cc　　22．63　1．16

@　　　　　26　　　　　28
奄奄堰@　　　　　／／γ　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　1

　　　　　　　　　一ニー’

CL－CL　　　18．22　　1．11
2璽　　　　＼2
@　　　　　　　　　＼21

、，　X＼　　　2
k、、　＼　’＼　　6

ARCH　　　D．D　　　32．09　1．45
i　　　・1　　　　　　／’1
@　　　　6　，’／パ・　　　　　　　，’　　　！　　　　● パ／／’o／

mノ’　，／、
WIDTH
landible DL－DL　24．16　1．25

2＄・　　，ノG　⑳・・⑨

@　　／°＼、、＼6
　　　　　　34　　　　　　　　　　　　　　36

E－E　　　37．72　1．47
＼a　　＼、2@　2＼＼　＼、　　　　　　　、＼、　　　　　、

㍉　　　　＼　26　’
ﾗ◆　’・、　／　　⑳⑨　　　　　　　　、　　　　　　　　、

EL－EL　　27．58　1．37

　　　　　　　　　　　　　　　’@’34　　　　　36　　　・’
c　　　　　　yl　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　，R8　A　　　　　40、　　　　　　42

@〆、　い

A－Cc　　　　8．02　0．92

24　　　　　26　　　＼

@　　　　／・ξ考

膨・テ’

ARCH
kENGTH
@Maxi‖a

A－E　　　22．52　1．29
膓：レ∫／8 　ノ　　　　　　　　mC’

m

A－ED　　28．24　1．10
12°il　ll2

A－Cc　　　5．18　0．82

音’、ここ≧ミsざぷ　　　　　　　　　　、

Q，畜薪／’

／’ @　　　　3’　　　　　　　0

ARCH
kENGTH
landible

A－E　　　19．15　1．09

／、〆i／i／　　　　’°　　：　’　1 6

A－ED　　25．37　1．21

↓＼　、、1三’＼　　＼　　　　、　⑨　　・ 20　　　　　　　　22

L£Cε！HD・・t・IH・ight　3・28・・91

ρ　’＼：惑㊤㍊　　　　　　　　　　　　　　，／　　　　　　　　　　　　　，ノノ　　　　　　　　　　　　〆

　26　　　　　　　28

A＼、

ULA－LLA　　7．40　1．00

6’
_＼1　　　　＼、＼　　　　　　、、、

6
　　日本人小児
一・一 ?草l小児（石家荘市）

・・… ?草l小児（上海市）

図3－2　中国人小児の乳歯列弓の大きさ（低年齢児・女児）
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表4－1：中国人小児の乳歯列弓の大きさ

　　　　（単位：㎜）　　　低年齢児群・女児

石家荘（n＝26） 上海（n＝14）

計測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 30．57±1．62 30．97±1．82

b 25．06±1．58 25．81±1．95

C 39．88±1．88 40．09±2．22

上顎

d 28．54±1、83 28、48±L94

e 47．16±2．14 47．00±2．62

歯列弓幅径

f 32．32±2．25 31．05±2．15

a 23．15±1．69 23．00±1．72

b 19．09±1．42 19．42±1．61

C 32．42±2．38 30．88±1．91

下顎

d 25．42±1．74 24．66±1．60

e 39．66±1．53 39．55±2．10

f 29．43±1．35 28．25±2．17

9 7．68±1．11 7．54±0．73
上顎

h 21．35±1．95 22．12±1．26

i 27．67±1．86 27．94±1．26

歯列弓長径

下
9 4．77±0．91 4．73±0．60

h 18．06±1．78 18．18±1．01

顎 i 24．90±1．81 24．45±1．00

j 4．00±1．00 3．45±0。68高径

k 7．80±1．03 7．27±0．95

87

（単位：㎜）

石家荘（n＝11） 上海（n＝15）

言r測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 29．74±1．88 30．50±1．53

b 24．55±1．62 25．09±1．58

C 38．46±2．05 39．10±1．86
歯列

上顎

d 27．33圭1．94 27．52±1．61

e 45．57±1．30 46．11±1．68

f 30．22±1．81 30．23±1．60
弓

a 22．84±1．40 22．99±0．87

b 19．23±1．50 18．96±1．16
幅径

C 32．26±2．18 30．48±0．99 ＊

下顎

d 23．86±2．72 24．16±1．21

e 38．54±1．63 38．78±1．22

f 28．75±1．32 28．23±1．20

9 7．00±0．80 7．50±0．94
上顎

h 20．61±1．19 21．62±1．21 ＊

i 26．79±1．06 27．67±1．15

歯列弓長径

9 4．13±0．68 4．30±0．48
下顎

h 17．15±0．96 17．92丈0．77 ＊

i 23．79±1．35 24．24±0．85

j 3．55±0．85 3．55±0．87高径

k 7．54±0．81 7．31±1．Ol

＊P〈0．05

高年齢児群・男児

表4－2：中国人小児の乳歯列弓の大きさ

　　　　（単位：㎜）　　　高年齢児群・女児

石家荘（n＝10） 上海（n＝7）

計測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 30．71±0．81 32．28±2．21

b 25．35±1．18 26．40±2．22

C 39．36圭1．61 41．16±2．62

上顎

d 28．48±1．40 29．78±2．44

e 47．66±1．65 48．74±3．34

f 33．22±2．10 32．47±2．68

歯列弓幅径

a 23．90±1．42 24．31±1．64

b 19．62±1．64 20．14±1．44

C 31．58±2．16 32．25±2．12

下顎

d 25．48±2．05 26．01±2．11

e 40．14±2．16 41．26±2．79

f 29．67±1．77 30．11±1．84

9 7．14±0．95 7．70±1．17
上顎

h 20．23±1．84 22．58±2．41 ＊

i 27．21±1．75 28．58±2．00

歯列弓長径

下
9 4．81±1．01 4．86±1．12

h 17．44±1．17 18．91±2．30
顎

i 25．19±2．04 25．47±2．40

j 4．53±1．29 3．70±1．19高径

k 8．13±1．31 7．50±1．40

（単位：㎜）

石家荘（n＝8） 上海（n＝7）

計測部位 平均値±

W準偏差

平均値±

W準偏差

性差

a 29．20±1．57 29．80±1．52

1〕

23．56±1．44 24．28±1．84

C 37．38±2．66 38．33±1．86

上顎

d 26．80±1．62 27．09±1．99

e 44．11±3．09 45．88±2．30

f 30．39±2．35 29．96±1．65

．歯

�|幅径

a 22．49±1．15 23．09±2．45

b 18．31±0．71 19．15±2．16

C 29．90±2．19 30．23±2．61

下顎

d 24．30±1．74 23．91±2．04

e 37．24±2．23 38．37±2．46

f 28．49±2．60 28．00±1．91

9 7．20±1．30 6．92±0．73
上顎

h 21．25±3．24 21．23±0．82

i 26．89±2．00 27．30±0．92

歯列弓長径

9 4．72±1．07 4．36±0．87
下顎

h 17．88±2．Ol 18．17±1．27

i 25．17±2．19 24．63±1．48

」

4．09±0．97 4．13±0．87高径

k 8．09±1．25 8．38±0．90

＊P＜0．05
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図5－1：歯問空隙状態別発現頻度の比較（上顎）
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61．8

ロ中国人（上海市）
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霊長のみ 　　　　　　霊長＋発育　　　　　　　　　　　　発育のみ

図5－2：歯間空隙状態別発現頻度の比較（下顎）

　　　　表5：中国人小児の歯間空隙状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％

空隙なし

石家荘市　　上海市
in＝55）　　（n＝43）

有意差

上顎
空隙型

霊長のみ
?ｷ＋発育

ｭ育のみ

20．0　　　　　9．3

U9．0　　　　86．1

R．7　　　　　2．3

＊＊＊

閉鎖型 空隙なし 7．3　　　　　2．3

下顎
空隙型

霊長のみ
?ｷ＋発育

ｭ育のみ

9．1　　　　　9．3

U1．8　　　　67．4

P0．9　　　　11．6

閉鎖型 空隙なし 182　　　　　11．6

＊P＜0．05 ＊＊Pく0．01
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如
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垂直垂直型 垂直一遠心型 垂直一近心型 遠心一遠心型 近心一近心型

■日本人

ロ中国人（石家荘市）

ロ中国人（上海市）

近心一遠心型

＊：p〈0．05

＊＊　：P〈O，01

図6　ターミナルプレーンの両側組み合せ発現頻度の比較

表6－1　中国人小児のターミナルプレーン，乳犬

　　　　歯咬合状態の分類別発現頻度

　　　　　　　　　　　　単位：％（左右別実数）

ターミナルプレーン 乳犬歯咬合状態

垂直型　遠心型　近心型 1型　　∬型　　皿型

男　児 36．1　　5．6　　58．3 59．7　　11．1　　29．2
石 （n＝36） （26）　（4）　（42） （43）　　（8）　　（21）

家 女　児 52．6　　7．9　　39．5 68．4　　18．4　　13．2

荘 （n＝19） （20）　　（3）　　（15） （26）　　⑦　　（5）

市 男女計 41．8　　6．4　　51．8 62．7　　13．6　　23．7

（n＝55） （46）　　（7）　　（57） （69）　（15）　（26）

男　児 66．7　　4．8　　28．6 52．4　　7．1　　40．5
上 （n＝21） （28）　　（2）　　（12） （22）　　（3）　　（17）

海
女　児

in＝22）

63．6　　9．1　　27．3

i28）　　（4）　　（12）

61．4　　1L4　　27．3

i27）　　（5）　　（12）

市 男女計 65．1　　7．0　　27．9 57．0　　9．3　　33．7

（nニ43） （56）　　（6）　　（24） （49）　　（8）　　（29）

表6－2 中国人小児のターミナルプレーンの両側
組み合わせ発現頻度

発現頻度（％）

組み合わせ 石家荘市 上海市

垂直一垂直型 32．8 55．8

垂直一遠心型 3．6 9．3

垂直一近心型 14．6 9．3

遠心一遠心型 3．6 2．3

近心一近心型 43．6 23．3

近心一遠心型 1．8 0．0
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図7　ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係の組み合せ発現頻度の比較

表6－3 中国人小児ターミナルプレーンと乳犬歯咬合状態の組み合せ発現頻度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％（左右別実数）

ターミナル　　乳　犬　歯　　　　一 男 児 女 児 男　女 計

プレーン　　咬合状態 石家荘市 上海市 石家荘市 上海市 石家荘市 上海市

垂直　　一　　1型 25．0（18） 45．2（19） 36．8（14） 45．5（20） 29．1（32） 45．3（39）

垂直　　一　　H型 6．9（5） 4．8（2） 13．2（5） 4．6（2） 9．1（10） 4．7（4）

垂直　　一　　皿型 4．2（3） 16．7（7） 2．0（6） 13．6（6） 3．6（4） 15．1（13）

遠心　　一　　1型 2．8（2） 2．4（1） 0．0（0） 2．3（1） 1．8（2） 2．3（2）

遠心　　一　　n型 2．8（2） 2．4（1） 5．3（2） 6．8（3） 3．6（4） 4．7（4）

遠心　　一　　皿型 0．0（0） 0．0（0） 2．6（1） 0．0（0） 0．9（1） 0．0（0）

近心　　一　　1型 31．9（23） 4．8（2） 31．6（12） 13．6（6） 31．9（35） 9．3（8）

近心　　一　　n型 1．4（1） 0．0（0） 0．0（0） 0．0（0） 0．9（1） 0．0（0）

近心　　一　　皿型 25．0（18） 23．8（10） 7．9（3） 13．6（6） 19．1（21） 18．6（16）

1型であった．

　石家荘市と上海市の発現頻度を比較すると垂直

一1型と垂直一皿型で上海市の方が高く，近心一

1型では石家荘市の方が高く，それぞれ有意差が

認められた（図7，表6－3）．

考 察

（1）歯冠近遠心幅径

　乳歯歯冠形態は比較的地域的変異は少ないとさ

れ，一般に同人種では，男児は女児に比べわずか

に大きい傾向を示す2）とされている．

　本調査では同じ中国人で地域の違いによる相違

点の有無を調査した結果，石家荘市と上海市では

女児の上下顎第一乳臼歯のみで有意差が認められ

た（表2－2）．しかし，上下顎第一乳臼歯の形

態は多様1・7）であるために，近遠心幅径の差が現

れたとも考えられた．

　したがって，石家荘市の歯冠近遠心幅径は上海

市に比べ全体的にやや小さい傾向を示したもの

の，有意差は女児の上下顎第一乳臼歯のみ認めら

れ，石家荘市と上海市の歯冠近遠心幅径における

差はないものと考えられた．
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（2）歯列弓の大きさ

　歯列弓の大きさで石家荘市と上海市で差が認め

られたものは，低年齢群・女児で計測点の3項目

（下IV　D－D問距離，上下顎A－E聞距離），高年

齢群・男児で1項目（上顎A－E間距離）であっ

たが（表4－1，4－2），歯列弓幅径，長径お

よび高径の全体から考えると，歯列弓の大きさで

は石家荘市と上海市との間に差はないものと考え

られた．

　また，石家荘市と上海市の値を中国人小児の平

均値とし，日本人小児6）と検討すると（図3－

1，3－2，4一ユ，4－2），低年齢群，高年

齢群ともに中国人小児では歯列弓長径が上下顎と

もに短い傾向を示したが，作間8｝の報告とは相反

する結果であった．

（3）歯間空隙状態

　歯間空隙は永久歯の配列，調整に重要な役割を

示すもので，一般に霊長空隙と発育空隙が共存す

るものが最も高率に認められ6），中国人小児にお

いても上下顎ともに霊長空隙と発育空隙が共存す

るものが最も高率を示した．

　しかし，波多江9）の報告を含めて検討すると中

国人小児では上下顎ともに霊長空隙と発育空隙が

共存するものが最も高率を示すものの，日本人小

児6）に比較して霊長空隙のみ認められるものと閉

鎖型がわずかに高率を示した（図5－1，5－

2）．これが中国人の特徴であるか否かは中国の

他の地域との検討が必要と考えられた．

（4）ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係

　一般に小児の将来的な咬合状態を把握すること

は非常に困難であるが，ターミナルプレーンや乳

犬歯咬合状態を把握することが咬合状態を検討す

る要因の1つとして報告されているfi）．

　ターミナルプレーンは日本人や中国人（香港，

台湾）小児では垂直型の発現頻度が高いと報告さ

れている9｝．本調査では垂直型の発現は上海市小

児では最も高率を示したものの，石家荘市小児で

は近心型が最も高率で，次いで垂直型であった．

　中国人（石家荘市と上海市）小児での近心型の

発現頻度は日本人小児6）に比較して高く，両側組

み合わせ（近心一近心型）においても同様であり

（図6），波多江9）の報告からもターミナルプレー

ンの近心型は中国人小児では日本人小児6）に比べ

て高率で認められるものと推察された．

　次に乳犬歯咬合状態は日本人小児G｝では1型が

最も高い発現頻度を認め6），中国人小児でも1型

が最も高い発現頻度を認めた．しかし，日本人小

児に比較して皿型の発現頻度が高く，中国人小児

では日本人小児に比べて高率で認められるものと

推察された．

　ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係の組み合

せでは垂直一1型が日本人小児と上海市小児とも

に最も高い頻度を示すものの，日本人小児75％，

上海市小児45％と日本人小児に比較して低率で

あった（図7）．また，石家荘市小児では近心一

1型が32％で最も高く，次いで垂直一1型であっ
た．

　したがって，中国人小児ではターミナルプレー

ンは垂直型，乳犬歯咬合関係は1型が最も多いも

のの，日本人小児に比較してターミナルプレーン

が近心型，乳犬歯咬合関係では皿型が多く，これ

らが中国人小児に特徴的に現れるものであるか否

か今後他の地域との検討が必要であると考えられ

た．

結 論

1．歯冠近遠心幅径は石家荘市小児と上海市小児

との間に差は認められなかった．

2．歯列弓の大きさは，低年齢児群・男児と高年

齢児群・女児では両市の小児間に差は認められな

かった．

3．歯間空隙の状態は石家荘市および上海市小児

ともに霊長空隙と発育空隙が共存するものが最も

高い頻度で認められた．

4．ターミナルプレーンは上海市小児では垂直型

の発現が最も高い頻度を示したものの，石家荘市

小児では近心型が最も高く，次いで垂直型であっ

た．また，乳犬歯咬合状態は石家荘市および上海

市小児ともに1型が最も高い頻度で認められた．

　本論分の要旨は第1回アジア小児歯科学会議

（1997年10月11日，千葉）および第45回松本歯科

大学学会総会（1997年11月22日，長野）において

発表した．また，本研究の一部は1997年度松本歯

科大学特別研究補助金の援助を得て行われたもの

である．
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